
平成２９年度 学校評価総括表
奈良県立奈良朱雀高等学校

（全日制課程）
学 校 運 営 計 画 （４月） 総合評価

○人権を尊重する民主的な社会の形成者として、豊かな人間性と創造性を備えた生徒の育成を目指す。

教 育 目 標 ○ものづくりとビジネスの実習・演習を通して、技術を身に付け社会に貢献できる生徒の育成を目指す。

学 校 運 営 方 針 ｢ものづくりとビジネスの出会いを通して人作り｣をスローガンに、高等学校普通教育並びに工業科・商業科等に関する基礎的・基本的な知識と技術を身に付けさせて、産業及び文化の進展に貢献

し得る豊かな人間性と自立的な態度を育成するとともに、清新な気風に満ちた魅力ある校風の樹立をめざす。

昨 年 度 の 成 果 と 課 題 本 年 度 の 重 点 目 標 具 体 的 目 標 B

昨年度、奈良朱雀高校 10周年を迎えた。大幅な遅刻数減 （１）産業人、社会人として必要な資質を身に付け、社会のルールやマナーを守り、 地域行事への参加、ボランティア活動等を通じて、生徒の社会性と規範意識の向上を目指し、地域に信頼され

など規則正しい生活習慣は定着しつつある。その一方で、 主体的に行動できる生徒を育成する。 る学校づくりを推進する。

学習習慣が定着していない生徒が少なからず存在する。引 （２）部活動の活性化により、目的意識をもち、協働的に粘り強く取り組むことが 身体測定、健康診断、体力テストにより自分の体の状況を把握し、体力の重要性に関する意識付けを行う。

き続き、規範意識の向上と、生徒指導の充実を図るととも できる体力や精神力、協調性を養う。 部活動への加入率を向上させる。

に、各分掌が連携して、基礎学力の確実な定着と資格・技 （３）学校が地域と家庭、企業及び大学等の関係機関と連携し、生徒が目的意識を インターンシップにより、勤労観、職業観を育む。

能検定取得や進路への目的意識を持ち、主体的に粘り強く もって学習活動に取り組むことができるよう、教育内容を工夫・改善する。 シラバスに基づいた学習活動を展開し、家庭学習の習慣化、基礎学力の定着を図る。

取り組むことができる生徒を育成する必要がある。また、 生徒が主体的に進路選択ができるよう、資格や検定取得の意義を理解し、合格できるよう指導する。

専門教育活性化の取組など、全職員が教育目標を共有し、 (４）専門教育の活性化に取り組む。 プロジェクトチーム、ワーキンググループを中心として検討、研究する。

職員間のコミュニケーションを大切にして、組織力の強化 地域、企業、専門学校、大学等と連携した取組の充実を図る。

を図りたい。 職員間、分掌間での意見交流を活性化し、円滑なコミュニケーションを図る。

教育活動・分掌等 評価項目 具体的方策・評価指標等 自己評価結果 成果と課題（評価結果の分析） 課題の改善策等 前年度実績と学校関係者評価

・成績不振生徒の減少を図る。 ・第１学期成績不振生徒（欠点科目１科目以上）を１０％以下 Ｂ Ｂ １．第１学期成績不振生徒（欠点科目１ １．生徒指導部との

にする。 科目以上）１２．２％、第 2 学期１３． 連携を図り、規則正 成績不振生徒の割合は各学期とも昨年度と比べて微増（1%前後）

・家庭学習の充実を図る。 ・授業アンケートの質問事項、「家庭学習をまったくやってい Ｂ Ｂ Ｂ ０％であった。成績不振生徒は、９７％ しい生活習慣を身に している。一方で、追考査後の補正率は上昇している。

教務 ない」生徒を全学年とも、０％に近づける。 の生徒が補正される。第２学期は、９５ つけること。また、 丁寧な指導により、生徒の学習意欲が喚起され、考査や家庭学習へ

・授業の充実を図る。 ・授業アンケートの質問事項、「総合的に言って、この授業に Ｂ Ｂ ％の生徒が補正される。 教科との連携を図り、の取組につながるので、引き続き丁寧な指導をお願いしたい。

満足している」を「Aそう思う・B だいたいそう思う」合わせ ２．第１学期中間考査後家庭学習のアン 授業を大切にするこ

て８０％を目指す。 ケート結果は、「毎日やった」・「まあまあ で改善方策とする。

やった」合わせて６５％、「まったくやっ ２．進路指導部との

ていない」５．６％となる。 連携を図り、進路実

３．授業アンケート結果は、質問事項「総 現と継続的学習活動 授業アンケートの結果は昨年度と比較して微減(2%程度)している。

合的に言って、この授業にまんぞくして の充実を図る。 新しい高等学校学習指導要領（案）が出される中で、授業内容や方法

いる」A そう思う B だいたいそう思う合 ３．各学科、教科と をお互いに研究し高めていく取組をお願いしたい。

わせて第１学期７９％、第２学期７８％ の連携を図り研究授

となる。 業体制をつくる。



・基本的な生活習慣の確立と規範意識 ・遅刻・欠席防止。（遅刻回数、全体で２０００回以内） Ａ 欠席は昨年度より、減少し、遅刻は増加 欠席・遅刻等は生徒 前年度の欠席回数 ２７８０回 Ｈ２９．１月末

の向上を図る。 ・あいさつの励行。（あいさつ運動の展開） Ｂ した。 自身にとって不利に 前年度の遅刻回数 １８８３回 Ｈ２９．１月末

・集会における自転車乗車マナー・通学マナー・電車乗車マナ Ｂ 通学マナー（自転車・電車等）に関して なることを日々訴え 今年度の欠席回数 ２３１２回 Ｈ３０．１月末 －４６８

生徒指導 ー等向上の啓発。 Ｂ Ｂ は、少なからず苦情を受けることがあっ る 。進路指導部との 今年度の遅刻回数 １９７９回 Ｈ３０．１月末 ＋ ９６

・交通安全教室等の実施により、登下校時の安全確保の取組。 Ｂ た。 連携。周りから愛さ

・薬物乱用防止教室実施による「危険ドラッグの問題」につい Ｂ 「交通安全教室」を実施。 自転車マナー れる学校にするため 学校前の道路改修により、歩道が一部拡張される。これは地域住民

ての啓発。 アップ隊による自転車点検等を各学期に に関係機関との連携 の方の尽力によるところも大きい。学校としても歩きスマホ、自転車

・情報モラル（スマホ・携帯の利用について）講習の実施。 Ｂ ２回実施し、交通安全指導に努めた。 を密にする。 マナー等、登下校時の通学マナーについて、地域、関係機関と連携し

「薬物乱用防止教室」を実施し、薬物に て取り組んで欲しい。

対する注意喚起をした。

・３年生全員に面接指導を実施する。 ・生徒の進路に対する意識を高め、希望の進路が実現できるよ Ａ Ａ ・先生方の積極的なご協力もあり、面接 ガイダンスを工夫し 就職、進学ともに決定状況は良好である。日頃からの指導の成果が

特に、就職希望者は最低４回行う。 うに指導する。 指導は効果的に実施できたと思う。 たり（先輩に学ぶな 現れていると考える。

進路指導 ・国公立大学を含めた専門校入試の合 ・就職希望者に対して面接指導を充実させ、グループディスカ Ｂ Ｂ ・３年ぶりに国公立大学に合格できたが、ど）、講座を充実させ

格者を５名以上にする。 ッション等にも対応できるようにする。 Ｂ 専門校・公募制入試の合格者が目標に たりして、生徒の意 高校卒業時だけでなく、就職、進学後の生活も見据えて進路選択が

・卒業までに就職希望者全員の就職先 ・進学希望者に対しては、専門校入試、公募推薦入試等にも対 Ａ Ａ 届かなかった。 欲を高め、自ら進路 できるよう、引き続き指導内容や指導方法の開発に当たられたい。

を決定する。 応できるように講座を充実させる。 ・学校紹介を希望する就職希望者につい 決定ができる力をつ

ては、就職先を決定できた。 けさせる。

・人権を尊重する心の育成。 ・人権ＨＲを企画・立案する。 Ａ ・ＬＨＲのテーマは３年間を見通して定 ・教材の精選と取り 新しい取組についても、今年度の内容を検証していく必要がある。

・職員研修、人権講演会を実施する。特に、職員研修（職員全 Ｂ Ｂ め、それに基づいて各学年の年間計画 組む方法について

人権教育 体向け）を年 1回以上行う。 Ｂ を立て、ほぼ計画通りに行うことがで の不断の改善。

（特別支援） きた。昨年度から始めた新たな取り組

・特別支援体制の共通理解。 ・配慮を要する生徒の把握に努め、教職員、生徒、保護者の共 Ｂ Ｂ みについては、その成果を踏まえ継続

通理解により指導を充実させる。 することができた。

・全校向けの校内人権啓発集会（今年

度は講演会）は、保護者の参加もあり、

好評だった。

・職員研修は最新の人権課題についての ・職員研修の質・量 人権に関わる課題は、特に新しい視点からのものなど大きく変容し

報告等を、主に職員会議の場で行った。 ともの充実。 ている。研修を重ねて、新しい教材の導入も必要となってくると考え

また就職・進学の近畿統一用紙趣旨違 る。

反についての報告を高人教推進委員か

ら行った。

・年度当初からＨＲ担任と特別支援教育 ・ＨＲ担任をはじめ 生徒の実態も変化してきているので、きめ細かい対応をお願いした

コーディネーターを中心に生徒の状況 とする 職員の連携 い。

把握と職員の共通理解を深めることに の不断の強化。

つとめた。また適宜、特別支援委員会

を開催し配慮を要する生徒について対

応した。

・読書活動を通して、思春期における ・朝の MSR などを通じて、図書への関心を増すための読書活 MSR 読書 図書館 ・アンケート肯定的評価 81％で昨年度よ ・読書自体に乗り気 【前年度実績】

豊かな感受性を育み、自己の内面や社 動を促進する。 評価 習慣 利用 り若干下回る。うち、良かった 42％・ま でない生徒へのさら ・アンケート肯定的評価 84％

図書 会を見つめる機会を持つことによって （目標 アンケート内肯定的評価 80％以上） あ良かった 39％である。。 なる働きかけが必要。

自己陶冶に努めさせる。 ・図書館利用の授業を推進し、読書習慣の定着に努める。 Ａ Ｂ B ・3 年現代文で図書館利用の調べ学習が ・他の授業での図書 ・図書館利用授業回数 10回程度

（目標 図書館利用授業回数延べ 10回以上） 実施され、10 回程度利用。また図書館の 館利用や自習･補習等 読書習慣を身につけるための取組を、粘り強く続けていく必要があ

総合 辞書のみ利用した授業は延べ 50回程度。 での利用も推進する。る。

評価

B



・部活動への加入率を上げる。 ・部活動紹介を魅力あるものとし、部活動勧誘を積極的に行う。 B 全体の部活動の加入率は６９％、女子の クラブ加入率はここ 部活動に未加入の生徒は放課後どのような活動をしているのかを把

・部活動に未加入の生徒の集会をする。 加入率は５０％と昨年度と同じであった。数年同じである。未 握し取り組むことも考えられる。

特別活動 B B 1 年生にクラブ未加入者の集会を行っ 加入者の集会を続け

・生徒会活動や各種委員会の活性化に ・生徒会役員の自主性を育て、生徒からの発案を引き出す。 B た。 ていく。

取り組む。 ・各委員会の活用方法を生徒会から提案していく。 生徒会役員の立候補者が定数を超えた。 役割分担を明確にし 立候補者が増えたことは、意欲的な生徒が増えたと考えられる。生

広報部員の希望者も多く積極的に生徒会 増えた部員分の活動 徒会活動のさらなる活性化を期待する。

活動を行っている。 を考えていく。

・生徒の健康保持・増進を高めるため ・治療勧告書の意義を周知し、回収率を高める。 C C 治療勧告書は、昨年度よりも回収率が下 担任との連携を密に 健康に対する意識を高めるため、授業での取組、担任や学年からの

基本的生活習慣を整えるよう促す。 （学期末懇談における担任と保護者の協力・連携を深める。) がった、今後も継続して再検査や精密検 し、必ず再検査等治 働きかけなど、連携して取り組んで欲しい。

保健体育 査を勧めるとともに、早期治療に取り組 療勧告書の提出を保

・健康調査等の取組みを計画的・継続 ・食育に関するアンケート調査の実施。 B B C むよう促す。 護者に促す。かかり

的に行う。 ・感染症（特にインフルエンザ）の予防に努める。 C 感染症の予防について、保健だよりなど つけ医等から治療の

による啓発を行ったが、インフルエンザ 必要性がない場合の

Ｂ型の流行は食い止められなかった。 報告を考察する。

・環境美化の啓発。 ・ゴミの分別・減量を進める。 Ｂ Ｂ ・燃えるごみとＰＥＴボトルの分別は、 ・美化委員会の活動 校内外の美化活動にこれからも美化委員が中心となって欲しい。

・清掃用具を整備する。 Ｂ よくできてきた。 を活発にする。

環境整備 ・植裁活動を行う。 Ｂ Ｂ ・各クラスのホウキの交換ができた。

(防災管理・安全教育) ・花いっぱい運動を実施する。 Ｂ ・体育館北側の花壇にﾁｭｰﾘｯﾌﾟを植えるこ

・防災、安全教育の充実。 ・春と秋に「避難訓練」を実施する。 Ｂ Ｂ とができた。

・１月に「防災ＨＲ」を実施する。 Ａ ・道路沿いの花壇の花の植え替えを春・ 各クラスで資料を提 可能であれば、地域の方々とともに作業する機会もあればよいと思

秋に実施できた。 供し合ってより良い う。

・避難場所の確認がしっかりとできた。 ものにしていきたい。

・巨大地震に対する意識が高まってきた。

・広報活動の展開。 ・メールを活用した保護者連絡システムを広げる。 Ａ ・来年度活用率 １００％を目指す。 ・安定して発信でき ・１学年・・・８７．０％

（目標：１年１００％ 学校全体 ９０％） ・今年度は。①連絡事項の選定を行い、 た。今後も契約会 ２学年・・・１０８．７％

（昨年度：１年 95,5％、２年 88,1％、３年 68,5％ 緊急連絡と次月の行事予定を行えた 社と連携をとる。 ３学年・・・９１．０％

全体 82,3％） ②発信に際しては、複数の人のチェッ ・さらに保護者へ周 全 体・・・９５．３％

総務 ・広報活動の工夫。 Ｂ Ａ Ａ クを受けられたので発信内容の間違い 知徹底をはかる。 であった。メール登録から脱退する保護者はいなかったので、

①連絡事項の精選と、緊急連絡と学校行事予定の保護者への は減った。③保護者へ周知徹底は十分 学年進行で登録状況の改善は図れるが、来年度の１年生は１００％

周知徹底。 ではなかった。④来年度は部長以外の を目指し、全体として１００％を達成する

②発信内容の精度を増すためのチェック体制の整備。 担当者を決める。 ・次年度はさらに問題点の改善を図る。

学校ホームベージ内にある古いデータの更新が必要である。できる

ところから取り組んで欲しい。



・技能検定への積極参加を呼びかけ生 ・１年次から実習の中での取り組みを継続し、技能検定への積 A B A 昨年度の３８／３９名合格を上回る

徒の進路実現に活かす。 極参加を呼びかけるとともに、教員の働き方改革も進める。 ５０名が受験した。合否結果は３月１６

今年度も３０名以上の合格を目指す。 日の予定。

機械工学科 働き方改革の一環として、補習を土曜 仕事量の見直しと

・ｲﾝﾀｰﾝｼﾂﾌﾟに参加する生徒が４０名 ・ｲﾝﾀｰﾝｼﾂﾌﾟ受け入れ協力企業を増やし、生徒が選択しやすい B B B から平日の放課後に８０%を振り替え実 共通理解の徹底

以上になることを目指す。 環境を整える。 施したが、残業が増える結果となった。 地域企業と連携した取組を継続して欲しい。

奈良県機械工業組合から協力の了承は 職員共通理解のも ホームページも更新されており、広くその活動を知っていただいて

得られたが、参加希望生徒が減少し、３ と地道な啓発活動の いる。いろいろなな会合でも話題になっている。

５名の参加に留まった。啓発不足や部活 継続

動との兼ね合い等により減少した。しか

し、インターンシップへの強制は禁物と

考えている。

・伝統技術・先端技術・起業家育成の ・コンセプトの取組などから本校・本学科で学んでよかったと A A A 昨年度程度以上の取組が行えた。 コンセプトに沿って 生徒の実態は多様であるので、その状況にあわせて、柔軟に取り組

３つのコンセプトから取組を行う。 答える生徒を育てる。 目標７５％以上 卒業アンケートの結果 93.8％であった。 継続して取り組み、 んで欲しい。

建築工学科 生徒の状況に合わせ、さらなる工夫され 新しい展開を図って

・その取組がマスコミに掲載されるようにする。 A た指導や取組が必要である。 行く。

目標 ５回以上/年

コンセプトに対する取組をマスコミに掲 主要報道機関にも積 様々なメディアに取り上げていただいた。

載されたものは７回で目標を達成できた。極的にアピールを行

（2/1現在） っていく。

・ものづくりに必要とされる資格取得 ・全国工業高等学校長協会ジュニアマイスター顕彰での、マイ Ｂ 今年度のマイスター顕彰受賞者は４名 資格・検定へのチャ 技能検定受検者が増加しているのは、生徒の意欲が高まってきたこ

を奨励し、多くの生徒に各種資格・検 スター称号を多くの生徒が取得できるよう指導する。 であったが、技能検定受検者が格段に増 レンジ意欲を継続で との表れである。取組を継続して欲しい。

情報工学科 定への積極的な挑戦をさせる。 (目標：マイスター10人以上／年) Ｂ Ｂ 加しているので、来年度は目標達成に近 きるよう、引き続き

・各種技能検定試験への受験を積極的に勧め、受験者の増加を Ａ づけると感じている。 指導方法の改善を行

図るとともに、技能者の技能習得意欲を増進させる。 受験者数は昨年度に比べ、情報配線施 う。学年進行で受験

(目標：合格者10人以上／年) 工は倍増、電子機器組立は６倍となった。時期を決めて取り組

合格発表は３月となる。 む必要がある。

・全商協会主催検定合格率の向上。 ・基礎、基本の定着と授業法の工夫及び授業改善に努めるとと 今年度の全商検定１級合格者数は延べ 各科目とも、学習環 ・前年度は、全商検定1級合格者数と増加単位認定者数は延べ１２２

もに、その成果として全商検定上位合格率の向上を目指す。 Ｂ Ｂ Ｂ １１３人で前年比７％減少。技能審査に 境の充実、課題提出 人、簿記検定１級は２２％、情報処理検定１級ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報部門は２６

商業科 全商簿記検定１級平均合格率３０％ Ｂ よる単位認定者数も減少した。簿記１級 や授業内容の工夫、 ％、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ部門は２３％の合格率であった。本年度は全商検定１

全商情報処理検定１級(ビジネス情報)平均合格率３０％ Ｂ は２２％、情報処理１級ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報は 放課後等の補習指導 級取得者数は１１３名で７％減少した。

全商情報処理検定１級(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)平均合格率３０％ Ａ ８％、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは３１％で、目標数値 に重点を置いた。

に接近するよう精進したい。 ・目標数値に向けて指導を継続し、引き続き生徒の検定取得に向けて

の取り組みに期待する。

生徒の実態変化も考慮して取り組んで欲しい。



・基本的生活習慣の確立。 ・挨拶の励行。 Ｂ ＭＳＲについては、どのクラスも定着 学校生活の基本は

・欠席・遅刻・早退をさせない雰囲気づくり。 Ｂ しており、落ち着いた雰囲気でＳＨＲが ホームルームである

・ＭＳＲや授業のはじめの挨拶などをきちんと行い、けじめの Ａ Ｂ できている。課題は、挨拶をする生徒が ので、両担任が統一

ある生活。 限られていることと、身だしなみが乱れ した指導をする中で、

・制服のきちんとした着こなしや女子生徒の化粧などを見逃さ Ｂ たり、化粧をする生徒が目立ってきたこ 生徒の不公平感が出

ない粘り強い指導体制。 とである。また、学校に目を向けさせら ないよう、調整とフ

第１学年 ・基礎学力の向上。 ・教室の環境整備を含めた学習に集中できる環境づくり。 Ｂ れなかった生徒が、長欠につながったこ ォローをしていきた

・試験前の補習に頼らない、日々の授業の取組の向上。 Ｃ Ｂ Ｂ とは大きな課題である。遅刻についても、い。

・苦手意識を克服させるための粘り強い指導。 Ｂ １０月から前年度実績を上回るようにな

・提出物の徹底。 Ａ り、限られた生徒ではあるが、生活リズ

・その他。 ・家庭との連携を深め、生徒に関する情報の共有。 Ｂ ムが崩れてきている実態がある。

・早い段階での進路目標設定。 Ｃ Ｂ

・学校に目を向けさせる指導。 Ｂ

（アルバイトの禁止・部活動、生徒会活動への積極的な参加） 毎朝の登校指導、遅刻・頭髪指導の積み重ねにより、学校全体が落

・基本的生活習慣の確立。 ・挨拶の励行。 Ａ Ｂ 基本的生活習慣の確立という目標からは 学校生活全般を最終 ち着き、教育活動を進めることができている。継続してお願いしたい。

・遅刻の減少。（前年度総数４７５） Ｃ 前年度より遅刻の回数が大幅に増えてお 学年を前に気を引き

・特別指導の減少。（前年度Ｂ段階以上指導３回） Ｂ り（１２月現在総数５５４）完全に中だ 締めて取り組んでい

・女子生徒の化粧をさせない雰囲気つくり。 Ｂ るみの傾向がみられた。また女子生徒の く必要がある。進路

・基礎学力の向上。 ・授業態度の向上。 Ｂ Ｂ Ｂ 化粧も想定内とはいえ増えてきた。 実現に向け基本的生

第２学年 ・提出物の徹底。 Ｂ 反面授業態度や各種検定や定期考査にむ 活習慣や基礎学力の 挨拶する生徒が増えたことで、学校が良い雰囲気になり、来校され

・テスト対策の強化。 Ｂ けての取り組む姿勢は向上してきた。 向上はもちろん各自 た方や地域の方からも評価いただいている。

・その他。 ・進路実現にむけての意識を高めていく。 Ｂ Ｂ 特別指導に関してはＢ段階の指導が３件 の将来に向けての意

・クラブ活動の頑張りと学習との両立。 Ｂ で前年度とほぼ同じような状況である。 識を高めていく必要

・アルバイト届の徹底。 Ｂ アルバイトをする生徒が増加してきたの がある。

・注意を受けたら素直に聞く姿勢の確立。 Ａ は家庭の現状を考えるとやむを得ない。

・基本的生活習慣の確立。 ・挨拶の励行。 Ａ 全体的に見て挨拶をする生徒が増えて 年度当初からの遅刻 卒業後の自分の姿を意識し、進路への考察を深めることで、基本的

・遅刻、欠席、早退をさせない雰囲気づくり。 Ｂ いる。ＭＳＲやＳＨＲが行われていて落 生徒にその日の放課 生活習慣が定着し、学習面だけでなく学校生活全体の質が向上すると

・起立、礼、着席。（ＳＨＲ時机上にカバンを置かない） Ａ B ち着いて学校生活が送れているものの進 後に居残りを実施し 考える。引き続き学年で組織的に取り組まれたい。

・遅刻指導や特別指導の減少に向けて。（学年全体５００以下） Ｃ 路決定後に学年全体で遅刻５００回を超 て遅刻防止に努めて

・基礎学力の向上と習得、不認定につ えてしまったことが課題である。 いた。

いて。 年間で振り返ってみると進路決定前と後 昨年に続き学期の成 精神的に支援が必要な生徒が増えてきた。担任、学年、関係分掌で

第３学年 ・授業態度の向上と欠点を取らない雰囲気づくり。 Ｂ の取り組みに差が見られた。最終的には 績不振生徒への懇談 情報を共有し、組織的に取り組んで欲しい。

・進路実現に向けて。 ・提出物の徹底。（課題レポート、製図、ノート） Ｂ Ｂ ４名の卒業保留者を残した。しかし、成 を実施して成績不振

・実技に関する科目の理解と確認。 Ａ 績上位者の中には評定平均が、５．０と の解消に努めている。

Ｂ いう生徒が出たことも学年としてのよい また、試験前には放

・その他。 ・全員の進路実現に向けての取組の実施。 Ａ 成果にあげられる。 課後勉強会などの実

・ＭＳＲの弾力的な運用や進路対策模擬テストの実施。 Ａ Ａ 全員の進路実現を目標として取り組ん 施でかなり助かって

・進路指導部との綿密な連携。 Ａ でいる中、就職に関しては１次内定率が いる生徒も多い。

９０％に達したことは県内の内定率（７ MSR の運用など

・各集会や行事において校歌を歌える取組の実践。 Ａ ３％）を２０％上回り、学校、進路、学 あらゆる機会に進路

・最上級生の自覚、奈良朱雀高生としての自覚の高揚。 Ｂ Ａ 年、各科の面接指導の成果が大きい。 意識の向上に努める

・教室整備の徹底。（ロッカー、ゴミ分別、清掃等） Ａ 学年集会時に校歌斉唱を実施中、男子生 必要がある。

徒の大きな声につられ女子生徒からも校 母校愛や誇りを持

歌を歌う生徒が増えてきた。 たせるための校歌指

導は有効的であった。




